
　　　

今
年
度
の
最
初
の
出
前
講
座

は
、
こ
れ
ま
で
「
Ｐ
Ａ
」
と
呼

ん
で
行
っ
て
き
た
活
動
か
ら
、

名
称
を
変
更
し
て
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
た
「
Ａ
Ａ
Ｐ
」
（
あ

き
た 

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー 

プ
ロ

グ
ラ
ム
）
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
４
月
12
日(

土)

に
は
長
木

小
か
ら
２
年
生
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子

レ
ク
、
早
口
小
か
ら
は
全
校
の

交
流
活
動
で
出
前
講
座
の
要
請

が
あ
り
ま
し
た
。
温
か
い
人
間

関
係
づ
く
り
に
向
け
て
今
年
度

も
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

４
月
26
日(

土)

は
、
雨
や
雷

も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日

は
、
雨
も
降
る
こ
と
も
な
く
暖

か
な
陽
光
の
下
「
春
の
鳳
凰
山

登
山
」
を
無
事
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
登
山
に
は
小
学
生
７

名
、
中
学
生
２
名
と
大
人
14
名

計
23
名
が
参
加
し
た
他
に
、
本

所
協
働
隊
員
の
小
笠
原
明
美
さ

ん
、
後
援
会
の
栗
田
研
さ
ん
、

阿
部
恵
佑
先
生
に
も
お
手
伝
い

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

参
加
者
全
員
が
無
事
登
頂
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
登
山
中

は
小
笠
原
明
美
さ
ん
の
解
説
に

よ
り
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
や
タ
チ

ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

バ
カ
マ
、
シ
ュ
ン
ラ
ン
な
ど
、

山
に
来
な
け
れ
ば
出
会
え
な
い

春
な
ら
で
は
の
お
花
や
植
物
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　　

令
和
７
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
大
館
少
年
自
然
の
家

は
昭
和
49
年
10
月
15
日
に
開
所

し
て
か
ら
、
お
か
げ
さ
ま
で
今

年
度
で
51
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

幼
児
、
児
童
生
徒
、
学
生
の

社
会
教
育
施
設
と
し
て
、
ま
た

全
て
の
県
民
の
皆
様
の
生
涯
学

習
施
設
と
し
て
、
安
心
・
安
全

な
体
験
活
動
や
施
設
・
環
境
を

提
供
す
る
こ
と
を
第
一
に
、
ス

タ
ッ
フ
一
同
、
精
一
杯
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
「
わ
ん
パ
ー
ク
大
館
」
を
ご

支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
第９３号【令和７年度第１号】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年５月１日（木）秋田県立大館少年自然の家だより

マ
ス
コ
ッ
ト
の

大
ち
ゃ
ん
で
す
。

51
年
目
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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４
月
の
利
用
団
体
一
覧

（
引
率
者
数
含
む
）

　４月19日(土)にレクホー

ルで第39回オカリナ音楽祭

を開催しました。今回の音

楽祭には大館市から７団体、

北秋田市から２団体、能代

市から２団体、秋田市から

２団体、そして青森県弘前

市から１団体、三戸郡から

１団体の合計15団体の皆様

が参加してくださいました。

　当日は一般の方々も合わ

せた総勢108名で春の音楽

祭を楽しみました。所員で

構成する「ザ・ネイチャー

バンド」も新しいメンバー

を加え、オカリナの新曲を

披露させていただきました。

　当日は春の陽気に恵まれ

それぞれの楽器が奏でる素

晴らしい音色がホールいっ

ぱいに響き渡りました。音

楽を通じた人と人との豊か

な交流とそこに紡がれる絆

が更なる輪となってこれか

らも広がっていくことを期

待したいと思います。

　次回９月20日（土）の秋

のオカリナ音楽祭は、記念

すべき第40回目を迎えます。

40回目にふさわしい企画も

ご用意してお待ちしており

ます。秋のオカリナ音楽祭

でまたお会いできることを

楽しみにしています。

　

今
年
度
も
大
館
桂
工
業
さ
ん

と
大
館
製
作
所
さ
ん
が
合
同
で
、

社
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ

と
し
て
本
所
の
野
外
活
動
を
新

規
採
用
者
の
研
修
と
し
て
活
用

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年

度
も
、
わ
ん
パ
ー
ク
大
館
の
利

用
団
体
第
一
号
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　

　

今
回
は
火
起
こ
し
体
験
、
き

り
た
ん
ぽ
鍋
づ
く
り
、
Ａ
Ａ
Ｐ

（
今
年
度
、
Ｐ
Ａ
か
ら
名
称
を

変
え
て
実
施
）
を
行
い
ま
し
た
。

火
起
こ
し
で
見
事
に
火
を
つ
け

る
こ
と
に
成
功
し
た
火
起
こ
し

の
達
人
、
き
り
た
ん
ぽ
鍋
づ
く

り
で
は
火
力
を
自
在
に
操
る
火

の
神
、
Ａ
Ａ
Ｐ
で
解
決
策
を
提

案
し
た
ア
イ
デ
ア
マ
ン
、
全
て

の
活
動
で
グ
ル
ー
プ
を
堅
実
に

支
え
て
き
た
気
配
り
名
人
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
持
ち
味
を
発
揮
し
つ

つ
も
、
お
互
い
に
尊
重
し
合
っ

て
関
わ
り
合
う
な
ど
、
お
互
い

の
よ
さ
を
感
じ
な
が
ら
活
動
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た

関
わ
り
を
ぜ
ひ
今
後
職
場
で
生

か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
鳥
が
楽
し
そ
う
に
さ
え
ず

り
、
雪
解
け
水
が
沢
を
伝
っ
て

き
ら
き
ら
と
流
れ
、
ふ
き
の
と

う
が
土
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
顔
を

出
す
。
そ
ん
な
音
ま
で
も
が
聞

こ
え
て
き
そ
う
な
空
間
。
こ
こ

は
生
き
物
や
自
然
の
息
遣
い
を

存
分
に
感
じ
ら
れ
る
場
所
。
▼

普
段
私
た
ち
は
様
々
な
「
音
」

の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
聞
こ
え
て
く
る
日
常
の

「
音
」
の
多
く
は
、
意
識
す
る

こ
と
な
く
自
然
に
耳
に
入
っ
て

く
る
も
の
の
ほ
う
が
多
い
気
が

し
ま
す
。
▼
し
か
し
こ
の
大
館

少
年
自
然
の
家
周
辺
の
「
音
」

は
、
足
を
止
め
、
耳
を
澄
ま
せ
、

意
識
し
て
聴
き
た
い
「
音
」
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
▼
こ
れ

ま
で
、
聴
こ
う
と
し
な
け
れ
ば

出
会
え
な
か
っ
た
「
音
」
に
囲

ま
れ
、
自
分
が
一
気
に
自
然
の

中
に
溶
け
込
ん
で
い
く
感
覚
に

な
り
ま
し
た
。
▼
今
年
度
も
素

敵
な
「
音
」
と
共
に
51
年
目
の

春
を
迎
え
た
「
わ
ん
パ
ー
ク
大

館
」
。
こ
れ
か
ら
も
利
用
し
て

く
だ
さ
る
皆
様
の
「
声
」
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
「
み
ん
な
が
笑

顔
・
幸
せ
に
な
る
わ
ん
パ
ー
ク

大
館
」
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。　

【
所
長
】

所
長　
　
　
　
　
　

田
村　

新
一

副
主
幹
兼
総
務

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー 

 

北
林　

忠
承

主
査　
　
　
　
　
　

石
黒　
　

亨

技
能
主
任　
　
　
　

赤
坂　

隆
巨

主
任
社
会
教
育
主
事
兼
指
導

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー　

成
田　

裕
一

社
会
教
育
主
事
兼

シ
ニ
ア
エ
キ
ス
パ
ー
ト　

渡
部　

鋼
喜

社
会
教
育
主
事　
　

高
杉　
　

毅

会
計
年
度
任
用
職
員

（
体
験
活
動
）　
　

川
又　

良
市

（
研
修
指
導
）　
　

佐
藤　

優
希

（
栄
養
士
）　
　
　

九
島　

玲
奈

（
技
師
）　
　
　
　

未　
　
　

定

（
専
任
当
直
員
）　

若
狭　
　

立

（
専
任
当
直
員
）　

武
藤　

一
郎

　

以
上
、
12
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
皆
様
の

ご
来
所
・
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
き
、
誠
に
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鳳凰山で「大館少年自然のイェー！」

協力してニトロクロッシングをクリア！

「マンドリン・サークル・
グラーツィア」さん

初出場「オカリナ　デュオ
アダージョ・ドルチェ」さん

皆
さ
ん
！

と
て
も
素
敵

な
演
奏
を
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　４月19日(土)に令和７年度の後援会

総会が行われ、令和６年度の事業報告

及び会計決算、令和７年度の事業計画

及び会計予算等が承認されました。後

援会の皆様の寄付金により、大ちゃん

もリニューアルしましたので今年度は

新しい大ちゃんに存分に活躍してもら

いたいと思います。新メンバーによる

オカリナ演奏も大変盛り上げていただ

き、誠にありがとうございました。

令和７年度 後援会総会

月 日 利 用 団 体 利用者数 備 考
4/12 早口小 全校 43 出前講座
4/12 長木小 ２年親子 60 出前講座
4/15 利用説明会１ 14 主催事業
4/19 オカリナ音楽祭～春～ 108 主催事業
4/22 大館桂工業、大館製作所 6 野外研修
4/25 北地区社会教育関係職員研修会 30 出前講座
4/26 長木小 ３年親子 70 出前講座
4/26 春の鳳凰山登山 26 主催事業
4/30 ニチイケアセンター大館 25 出前講座

　<

大
館
市>

　

○
畠
山
久
四
郎
ギ
タ
ー
教
室

　

○
ウ
ク
レ
レ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

Ｎ
ｉ
ｃ
ｅ

　

○
三
色
す
み
れ

　

○
二
胡
の
会

　

○
琴
修
会　

大
正
琴
演
奏

　

○
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

　

○
マ
ン
ド
リ
ン
・
サ
ー
ク
ル
・
グ
ラ
ー
ツ
ィ
ア

<

北
秋
田
市>

　

○
ウ
イ
ン
ズ
オ
カ
リ
ナ

　

○
鷹
巣
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

<

能
代
市>

　

○
オ
カ
リ
ナ
グ
ル
ー
プ 

レ
ガ
ー
ト

　

○
ア
ル
パ
カ

<

秋
田
市>

　

○
オ
カ
リ
ナ 

ぼ
っ
ち

　

○
デ
ュ
オ 

ゆ
ら
り

<

弘
前
市>

　

○
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

Ａ
ｒ
ｉ
ｏ
ｓ
ｏ

<

三
戸
郡>

　

○
オ
カ
リ
ナ
デ
ュ
オ 

ア
ダ
ー
ジ
ョ
・
ド
ル
チ
ェ

早口小学校 全校レク


